Degree Expression in Complex Sentence with Stative Verbs by 察  薫捷
状態変化動詞との共起から見る複文における程度表
現 : 「分」「くらい」を中心に





































































































































































































































































































































































(27) a. （後期の）平均点が（前期の平均点より） !2.主上がる。
b. （今日の）出席者が（昨日の出席者より） 3人減る。（北原1994:8(32))
62 状態変化動詞との共起から見る複文における程度表現
一「分」「くらいJを中心にー
(26）と（27）は、下線部で述語動詞の変化を連用修飾する点に共通しているが、これ
だけではない。数量詞をとる（27）は事象の開始時点と完了時点における数量的変化
を計算して述語にかかるのだが、「分」をとる（26）は開始時点と完了時点とは限らず、
事象が進行する聞の任意の二つの時点における状態変化の差を計算して主節にかか
るのである。要するに「分」節の解釈原理は基本的に数量詞と共通している。程度と量
は連続性のある対極的な概念として捉えれば、その連続性内実を突き詰めるカギは
「二つの時点における計算」だと考えられる。なお、この計算は限界点を要するとも意
味する。程度の従属接続詞が状態変化動詞のような限界動詞と共起しやすいのもこ
のためであろう。今後は限界点との関係を含めて検討することが求められる。
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1.村木（2012:136-13のは「従属接続詞とみなさなければならいもの」という節では、従属接続調の特徴とし
て次の4つをあげている。「①語業的意味をもたず、文法的な意味をもっている。②格の体系を持たない。語
形が固定している。③（擬似）連体節をうける。④時間・原因・理由・目的などの状況成分としてもちいられ
る。」本稿ではこの村木（2012）に従い、これらの特徴を備え、程度の状況成分としてもちいられるものを程
度の従属接続調と呼ぶ。
2.前件全体が主節を連用修飾するもののみ対象とする。表面上同じく（9）の構文を取っていても前件全
体が述語動詞の項だと思われる場合は除多する。例えば「やはり使う分だけ液体用の密閉容器に移す。
(BCCWJ/IDNO. LBk4.ーαめ55)Jでは、「使う分だけ主容器に移す」とのことなので対象から外す。また、豪
(2013）で（3）を「分」の比例用法としたが、本稿では［主節事象の程度］を修飾する用法とする。その理由はこ
のような例では「噛めば噛むほど、味が出る」のように必ず比例と読み取れる必然性はなく、あくまでも「比
例と解釈することができる」とのことにある。
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